
   

足 立 区 

足立区長定例記者会見 

令和元年９月１１日（水） 午後２時００分～ 

足立区役所 中央館８階 特別会議室 

《 次 第 》 

 
１ 平成 30 年度 普通会計決算の状況 
   

２ 10 月から 「幼児教育・保育の無償化」 を開始 

  ～ 子育て世帯の負担軽減を図ります ～     ・・・１ 
 

３ 新しい竹ノ塚駅舎のデザインを公開 

～ 竹ノ塚駅利用者のアンケート結果を反映 ～  ・・・５ 
 

４ 「従業員雇用実態把握アンケート」を実施 

  ～ 外国人従業員等の雇用実態を明らかに ～    ・・・８ 
 

５ 文化遺産調査浮世絵展「初顔見世の役者絵」 

  ～ 10 月 29 日（火）から 12 月 8 日（日）まで 
美麗な歌舞伎の浮世絵 70 点を公開 ～ ・・・１１ 

 

６ そ の 他 
 

７ 質   疑 

 
８ ハザードマップ解説動画『水害から命を守るため～足立区 

洪水ハザードマップ～』放映（約 9 分間） 

 
 

【担当】広報室 報道広報課  ０３（３８８０）５８１６ 
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子育て世帯の負担を軽減しながら、子どもたちに質の高い幼児教育や保育の機会

を保障できるよう、令和元年 10 月の消費税率引き上げに伴い、全国で幼児教育・

保育の無償化が始まります。足立区では、子育てしやすい環境整備を進めるため、
保護者の負担軽減を上乗せして実施します。 

 

１ 足立区の考え方 

  

無償化での国の補助上限額は月額 25,700 円となりますが、都内の平均保育料

には満たないため、都が補助額を上乗せします。また、都の上乗せ後においても、

区が算定する区内幼稚園の平均保育料等より低いため、区は不足分をさらに上乗

せします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その１ 幼稚園利用者への支援 

定 例 記 者 会 見 資 料 
令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 

子 ど も 家 庭 部 子 ど も 政 策 課 
菊地課 長（ ３８ ８０ ）５ ０１７ 
子ども 家庭 部子 ども 施設 入園課 
安部課長（ ３８ ８０ ）６ １０６ 

10 月から 「幼児教育・保育の無償化」 を開始 

～ 子育て世帯の負担軽減を図ります ～ 

補助上限引き上げ 

保護者負担軽減を通じ 幼児教育の機会を拡大 

低所得者の補助を維持したまま、その他

世帯は所得制限なく29,000円まで補助 

※多子世帯は、別途補助要件あり 

所得に応じて補助額が変動 

【現行】 【変更後】 

足立区の補助上限額：29,000 円 
※年収 360 万円未満：33,000 円 

 

 

都の上乗せ額(1,800 円) 

区の上乗せ額(1,500 円) 

 今回の国の無償化対象 

国の補助上限額 

(月額 25,700 円) 

利用者の約7割が

無償化対象に! 
※現行：約 2割 

区内幼稚園の平均額 

・保育料 約 28,500 円 

・冷暖房費相当分 約 500 円 

補助上限額の内訳 

他経費のうち 

保護者負担 
給食費、教材費、 

バス代など 

他経費のうち 

保護者負担 
給食費、教材費、 

バス代など 

(補助上限額) 

保
育
料 

保育料のうち保護者負担 

低 (所得) 高 

33,000円 

29,000円 

0 円 

保育料のうち 

保護者負担 

補助金 

低 高 

33,000円 

7,000 円 

0 円 

保
育
料 

(補助上限額) 

(所得) 

補助拡充 
部分 

補助金 

360万円 
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  認可保育施設は、住民税非課税世帯の 0～2 歳児、すべての 3～5 歳児は保育

料が無償となります。認可保育施設の保育料は、現在、保育施設等に通う 2 人

目の子どもが最大半額、3 人目の子ども以降が無償です。 

10 月以降、子どもの人数の数え方を変更することで、多子世帯の保護者のさ

らなる負担軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
   

 

  10 月以降、国の方針に沿って、区では認可保育施設 3～5歳児について食材費相
当分（月額 4,500 円）を徴収します。 

  「(1)保育料の減免」で無償化対象となった 0～2 歳の児童が 3 歳クラスに上が

った際、給食費がかかる場合があります。 

そのため、給食費についても子どもの人数の数え方を変更することで、多子世

帯の負担軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その２ 認可保育施設利用者への支援 

(２) 3～5歳児の給食費に関する支援 ※保育料はすべて無償 

減免対象拡充 

免除対象拡充 

小学生が 1人、保育施設等に通っている子どもが 3 人の多子世帯 

(１) 住民税課税世帯・0～2歳児の保育料に関する支援 

【変更後】 

小
学
校
等 

免除対象
保
育
施
設
等 

免除対象
【現行】 

第2子 

保
育
施
設
等 

小
学
校
等 

免除対象 

第3子 第4子 第1子 第2子 第3子 第4子 

【 現行 】保育施設等に 入所している子どもの人数のみ を数える 

無償 対象 

第 3 子 第 4 子 

保
育
施
設
等 

小
学
校
等 

最大半額 対象 

第 2子 第 1子 
対象1人目 対象2人目 対象3人目 対象外 

対象1人目 対象2人目 対象3人目 対象外 対象2人目 対象3人目 対象4人目 対象1人目 

第1子 

事 例 

小学生が 1 人、保育施設等に通っている子どもが 3 人の多子世帯 事 例 

【変更後】生計を同じくする 小学校就学以上の子どもも含め 数える 

第 2 子 第 3 子 第 4 子 第 1子 

無償 対象 無償 対象 半額 対象 
保
育
施
設
等 

小
学
校
等 対象2人目 対象3人目 対象4人目 対象1人目 

(１)と同様、生計を同じくする 小学校就学以上の子どもも含め 数える 

東京都の補助を活用 

区が補助金を支出 
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現行は国からの補助がありませんが、今後、国から補助が行われ、都と区からの

補助額も増額するため、保護者の負担が軽減されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助上限引き上げ その３ 認証保育所利用者への支援 

認証保育所の利用を促進 

長時間開所など多様な保育に対応している、 

「保育を要する」(※)と認められた 

3～5 歳児の第 1子が、認証保育所 
に通う場合の、現行と無償化後の比較 

(※) 就労、介護、疾病などで、保育施設への入所 

  が必要と区が認めたもの 

月額16,000～42,000円 

月額13,000～35,000円 

0～2歳 

3～5歳 

現行の補助上限額 

月額40,000～67,000円 

月額37,000～57,000円 

0～2歳 

3～5歳 

変更後の補助上限額 

3～5歳児の8割以上 

が無償化対象に! 

※現行：対象者なし 

事 例 

【変更後】 

(補助上限額) 

保
育
料 

保育料のうち保護者負担 

低 (所得) 高 

57,000円 

0 円 

他経費のうち 

保護者負担 
行事費,給食費 

など 

37,000円 

【区】50％ 【都】50％ 

【区】25％ 【都】25％ 

【国】50％ 

補助金 

※補助割合は、条件により異なります 

「保育を要する」場合

「保育を要する」と 
認められない場合 

低 

補助額は、所得に 
関わらず一定 【現行】 

高 

保
育
料 

(所得) 

保育料のうち 

保護者負担 

他経費のうち 

保護者負担 行事費など 

(補助上限額) 
35,000円 

0 円 

13,000 円 

【区】50％ 

【都】50％ 補助金 

低 
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２ 財源の活用 
 
 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

３ 利用者等への周知と相談 

ご不明な点がありましたら、区ホームページをご覧いただくか、 

保育コンシェルジュ（子ども施設入園課の窓口で相談受付）や、 

各担当課までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

幼児教育・保育の無償化制度および幼稚園に関すること 

  子ども家庭部 子ども政策課長    菊地 崇    電話（３８８０）５０１７ 

保育料に関すること 

子ども家庭部 子ども施設入園課長 安部 嘉昭  電話（３８８０）６１０６ 
 

 平成 28 年度 ＋ 6.3 億円 

 平成 29 年度 ＋ 4.1 億円 

 平成 30 年度 ＋13.6 億円 

令和元年度 ＋ 8.6 億円 

認可保育施設 △4.9 億円 

   幼稚園 △4.4 億円 

認証保育所 ＋1.3 億円 

上記以外の施設等 ＋0.2 億円 

   合 計 △7.8 億円 

  

◆認可保育所、認定こども園について 
子ども施設入園課 入園第一～三係  電話：03-3880-5263 

◆幼稚園について 
子ども政策課 私立幼稚園係     電話：03-3880-6147 

◆認証保育所について 
子ども施設入園課 地域保育係    電話：03-3880-5428 

◆その他認可外保育施設について 
子ども政策課 子ども施策推進担当  電話：03-3880-5266 

◆足立区ホームページ  
住民説明会での質問と回答を掲載しています 
 
 

 

10 月に開始される幼児教育・保育の無償化では、国と東京都の負担が増える仕

組みになっているため、全体で区の負担は減額となります。 

一方、区は待機児童対策のため、認可保育施設設置により、保育定員の増を図

っていますが、それに伴い、保育所の運営経費も年々増加しています。 

真に必要な施策を見極めることで、限りある財源を効果的に活用し、区の子ど

も施策を推進していきます。 

無償化導入後の区の支出額の試算(年額換算) 私立保育所運営費の予算増額状況(前年度比) 

※平成 31 年度(令和元年度)は、無償化の実施が半年と

なるため、区が支出せずにすむ額は、およそ半額です。 
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都内初の区施行による連続立体交差事業（竹ノ塚駅

付近の鉄道高架化工事）は、平成２４年１１月の工事着

手以降、令和４年３月の全線高架化（営業線）＆踏切解

消に向け、東武鉄道と連携し工事を進めています。 

このたび、新駅舎のデザインがまとまりました。デ

ザイン策定にあたっては、昨年、竹ノ塚駅を利用される

方へアンケートを実施し、いただいたご意見を反映し

ています。 

 

１ 駅舎デザインのアンケート 

駅利用者の新駅舎に関するニーズを確認するため、アンケートを実施しました。 

（１）アンケート概要 

・場 所：竹ノ塚駅地下改札横 

情報コーナー（右写真） 
  

・実 施 日：平成３０年９月２８日、 

２９日の２日間 
  

・実施方法：オープンハウス形式 

（区職員がパネルで説明） 
  

・回 答 数：７４９件 

 

（２）アンケートでの主なご意見 

駅舎デザイン関係 
外 観 明るい、シンプル 

内 装 清潔感、明るい、開放的、自然的 

設 備 関 係 

昇降設備 エレベーターを広く、エスカレーター設置 

改 札 動線への配慮、広い改札幅 

トイレ 
洋式設置、清潔・衛生的な空間、多機能ト

イレの増設・広く 

   （※トイレについては、車いす利用者を対象とした調査結果を含む） 

 

定 例 記 者 会 見 資 料 

令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 

鉄道立体推進室鉄道関連事業担当課 

安岡課長（ ３８ ８０ ）５ ４８４ 

新しい竹ノ塚駅舎のデザインを公開 

～ 竹ノ塚駅利用者のアンケート結果を反映 ～ 
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２ 駅舎デザイン（令和４年３月から新駅舎の使用開始）（資料３－１） 

アンケート結果の「明るい」「シンプル」「自然的」を盛り込み、木組み（ホーム

天井の一部）や木目調（高架下の一部）を取り入れたデザインとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改札(奥) 

駅舎外壁だけでなく、ホー
ムの屋根の一部にもさらに
透過素材を採用 

ホームの天井の一部
に木組みを採用 

 
竹ノ塚駅東口 

（アンケート反映後） 

 
竹ノ塚駅東口 

（アンケート時） 

 
竹ノ塚駅東口 当初案 

（アンケート実施時《平成 30 年 9 月》） 

高架下の一部に木目調

デザインを採用 
 

全体的に過剰な着色を避け
シンプルなデザインを採用 

最近の駅舎デザインのトレンド（明るさを取り入れるなど）を 
ベースとした案（新越谷駅、京急蒲田駅、石神井公園駅 など） 

西口 

東口 
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３ 駅施設の仕様（資料３－２、３） 
（１）昇降設備（資料 3-2） 

階段、エスカレーターは箇所数を増やし、エレベーターを大型化します。 

  旧駅舎 新駅舎 

階  段 2 か所 3 か所 

エスカレーター 1 基（上り） 2 基 ※上り・下りの運用方法は未定 

エレベーター 1 基（11 名) 1 基（ 20 名 ） 

（２）改札（資料 3-2） 

   車いすや高齢者の方も利用しやすい、ウォークインカウンター（有人改札）を設

置し、ひとだまりスペースを設けます。 

（３）トイレ（資料 3-3） 

昨年改正されたバリアフリー整備ガイドライン（国土交通省発行）の変更内容や

各種要望を反映します。また、採光により清潔感を向上させます。 

  旧駅舎 新駅舎 備考 

男・女 
トイレ 

男・女 

各 1か所 

男・女各 1か所 

※ 簡易多機能化 

※一部の個室にベビーベッド･ベビーチェ

ア･簡易型オストメイト用設備を設置 

多機能 
トイレ 

1 か所 1 か所 面積を拡大 

こども 
トイレ 

－ 1 か所 授乳室･おむつ替えコーナーを設置 

 

４ 工事スケジュール 
 

令和 2 年度 

（2020 年度） 

令和 3 年度 

（2021 年度） 

令和 4年度以降 

（2022 年度） 

   

 
 

 

 

 

【問合せ先】 

 鉄道立体推進室 鉄道関連事業担当課長 安岡 毅  電話（３８８０）５４８４ 

● 9 月 
上り急行線高架化 
※ 下り急行線は平成 28年

5 月に高架化済み 

● 3 月 
全線高架化（営業線）

踏切解消 

新駅舎使用開始 

令和 4年 4月以降の工事 
・引上線高架化 
・仮設ホーム、仮設地下駅舎撤去 
・沿線道路の復旧 
・高架下施設整備 
・西口駅前広場整備 等を行います 

● 踏切の無い安全な「竹の塚」が実現 

● 東西地域の一体化によりまちが活性化 
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区内の外国人住民が急激に増加していくなか、本年４月１日に出入国管理法が改正

されたことで、区内で働く外国人のさらなる増加を想定しています。このため、区と

して外国人労働者の実態を調査する必要があります。今回は先行して、区内事業者の

現状等を把握するため、「従業員雇用実態把握アンケート」を実施します。 

１ アンケート実施の背景  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新在留資格「特定技能 1 号」※ 

①介護 ②ビルクリーニング ③素形材産業 ④産業機械製造業 

⑤電気・電子情報関連産業 ⑥建設 ⑦造船・舶用工業 ⑧自動車整備 

⑨航空 ⑩宿泊 ⑪農業 ⑫漁業 ⑬飲食料品製造業 ⑭外食業 
※特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事する外国人向けの在留資格 

⇒ 特定技能のうち、足立区では①介護、⑥建設、⑭外食業の企業数・従業者数が

比較的多く、今後、外国人労働者の増加が想定される（平成 28 年経済センサスより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

定 例 記 者 会 見 資 料 

令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 

産 業 経 済 部 産 業 政 策 課 

吉田部長（ ３８ ８０ ）５ １８０ 

「従業員雇用実態把握アンケート」を実施 
～ 外国人従業員等の雇用実態を明らかに ～ 

４月１日～ 出入国管理法の改正で外国人の在留資格が拡大 

今後の外国人労働者の増加を想定し、 

区内企業の雇用実態を明らかにするアンケートを実施 

区内在住の外国人は 5 年間で約 40％

（9,190 人）の増加 

都内で働く外国人は平成 26 年から平

成 30 年にかけてほぼ倍増している。 

区内の外国人労働者 

急増の可能性 

■外国人労働者とのコミュニケーション 

■宗教や生活習慣の違い 

■就労の継続性    など  

想定される 

課題 

31,706 
29,726 

27,417 
25,541 

23,679 
22,516 

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000

平成31年平成30年平成29年平成28年平成27年平成26年

足立区の外国人人口 ①中国（14,001 人）、②韓国（7,388 人）、 

③フィリピン（3,686 人）、 

④ベトナム（1,554 人）、⑤台湾（620 人） 

228,871 

276,909 

333,141 

394,834 

438,775 

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

都内外国人労働者数

（人） 

（人） 
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２ アンケート調査概要 

外国人従業員の雇用状況・雇用意向等について調査を行う。あわせて高年齢

期（６０歳以上）と女性従業員の雇用状況・雇用意向等についても調査を行う。 

 

 

 

 

●コミュニケーション不安 ●募集や採用方法が分からない 

●日本語能力に問題がある等 

アンケート具体例 

問 11 貴社（貴事業所）において、外国人従業員を雇用していく上で、課題と思わ

れる点がございましたらお知らせください＜○はあてはまるものすべて＞。 

１．外国人の募集や採用の方法がわからない 

２．外国人の処遇や人事管理の方法がわからない 

３．社内の受け入れ体制が整っていない 

４．自社の業種・業態と合わない 

５．帰国・転職をする者が多く、定着率が低いイメージがある 

６．在留資格等の申請手続きが煩雑である 

７．日本語能力的に問題がある 

８．日本人従業員とのコミュニケーションに不安がある 

９．その他（具体的に:                 ） 

10．特に課題はない 

 

 

●斡旋・紹介など採用に至った経路 ●正社員・契約社員など就業形態 

●単純労務、介護など従事する職務等 

アンケート具体例 

問 20 雇用されている外国人従業員の方々の採用経路についてお知らせください  

＜○はあてはまるものすべて＞。 

１．新聞や雑誌の求人広告、就職情報誌 

２．ハローワーク 

３．インターネットでの募集 

４．雇用している外国人従業員からの紹介 

調査・分析期間 

（予定） 

■ 令和元年９月～令和２年１月 

・調査：９月１８日～１０月１１日 ・分析：１１月～１月 

調査対象 ■ 区内事業者（約３，０００社） 

アンケート方法 ■ 郵送、事業者名記名式、調査項目選択式 

設問数 ■ ４１問（枝番含め５３問） 

２ 外国人を雇用する上での経営課題 

調査で明らかにしたいこと 

１ 事業者の業種・規模や、外国人従業員の国籍などの基本的事項 

３ 外国人の採用経路や手段・従事している職務 
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５．海外の仲介業者からの斡旋・紹介 

６．国内の仲介業者からの斡旋・紹介 

７．取引先やつきあいのあった会社からの紹介 

８．大学教授からの紹介 

９．技能実習生の監理団体からの受入れ 

10．その他（具体的に：                       ） 

 

 

●区内・区外の居住場所 ●社宅やアパートの借り上げの実施 

●住宅手当の支給等 

アンケート具体例 

問 24 貴社（貴事業所）では、外国人従業員の方々に住まいを提供されています

か ＜○は１つだけ＞。 

１.  社宅や社員寮を提供 

２.  アパート等を借り上げて提供 

３.  提供していないが、住宅手当はある 

４.  提供していないし、住宅手当もない 

 

 

●柔軟な休暇制度の用意 ●宗教に配慮した祈祷部屋設置 

●社員食堂での食品素材明示等 

アンケート具体例 

問 26 貴社（貴事業所）では、外国人従業員の方々に配慮した多文化の共生環境

を実現するために、何か特別な取り組みを実施されていますか。 

１. は い ２. いいえ 

 

＜問 26-１は、問 26 で「１．はい」とお答えの方におうかがいします＞ 

問 26-１ 実施されている取り組みについて、具体的にお知らせください 

＜○はあてはまるものすべて＞。 

１.  社員食堂等のメニューにおいて使用されている食品素材の明示 

２.  宗教に配慮した祈祷部屋の設置 

３.  労働災害防止に関する標識、掲示などを母国語で表記 

４.  母国の風習を勘案した柔軟な休暇制度の用意 

５.  その他（具体的に:                     ） 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

 産業経済部長 吉田 厚子  電話（３８８０）５１８０ 

 

アンケート結果を分析し、 

区内の外国人等の雇用対策や外国人居住者支援の基礎資料としていく 

４ 住まいの提供や居住場所 

５ 休暇や宗教等への配慮 
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文化遺産調査の調査件数と発見された資料数

件数：３０件　／　資料数：２，８００点以上

 

 

足 立 区 

 

 

 

 

 

 足立区内の旧家などから、続々と発見される美術品や工芸品、文化の資料を紹介する

郷土博物館の展覧会。今年は歌舞伎役者等と交流していた千住の名家「名倉家」から発

見された良質で美麗な浮世絵を「初顔見世の役者絵」と題して紹介します。 

１ 足立区文化遺産調査 

 

 平成２４（２０１２）年度の区制８０周年記念事業とし

て始まった文化遺産調査によって、足立区内や足立区にゆ

かりのある区外の個人宅を調査し、豊かな美術・文芸文化

を物語る作品・資料が発見されています。研究者と博物館

が作品・資料の評価を行い、順次展覧会を開催しています。 

 

文化遺産調査の成果を報告する

展覧会は、今回で 9 回目。著名な作者と足立区での交流も見つかり、地域の美術史とし

て専門家などから注目されています。この内、名倉家（千住）の資料群からの展示は、

平成３０年度の「大千住 美の系譜」展に続き２回目となります。 

 

 

 

 

 

 

 

○文化遺産調査によって、足立が「江戸の文人たちがよく訪れた場所」であっただけで

なく、「江戸・明治の文人たちと芸術文化を一緒に楽しみ、彼らの活動を支えた経済的

にも文化的にも豊かな地域」であったことが明らかになっています。 

定 例 記 者 会 見 資 料 

令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 

地域のちか ら推 進部 地域 文化課 

濱田課長（ ３８ ８０ ）５ ９８５ 

文化遺産調査浮世絵展「初顔見世の役者絵」 

～ 10 月 29 日（火）から 12 月 8 日（日） 美麗な歌舞伎の浮世絵 70 点を公開 ～ 

調査中の風景 

開催年度 展覧会名 調査から明らかになった事項 など

平成24年度 足立の仏像展 区内の各寺院で祀られてきた仏像・仏画を紹介

平成25年度 大千住展 美術品を普段使いする暮らし振りが明らかに

平成27年度 美と知性の宝庫 足立 足立の名士が江戸の文人文化を継承していた

アラサーみゅーじあむモノがたり 郷土博物館開館30周年を記念した企画展

千ヶ崎悌六 足立の教員が与謝野晶子の側近となっていた

高橋廣湖 千住の人々が明治の日本画家を支援していた

谷文晁と二人の文一 文晁一族の活動が足立伝来の資料で明らかに

平成30年度 大千住 美の系譜 名倉家と江戸明治の文人との親交が明らかに

過去の文化遺産調査関連展覧会

平成28年度

平成29年度
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２ 名家伝来の浮世絵を紹介する「初顔見世の役者絵」 

  

 

 

 

 

江戸時代より接骨の名医として知られた名倉家には、九代

目市川団十郎をはじめ、多くの歌舞伎役者が患者として訪れ

るほか、書画や俳諧を一緒に楽しむ仲間としても交流してい

ました。 

これらの交流によって残されたとみられる約 100 点の浮

世絵の中から、彼ら歌舞伎役者を描いた「役者絵」70 点を厳

選して展示します。“劇聖（げきせい）”「九代目市川団十郎」

や「初代坂東しうか」らを描いた優品をお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

歌舞伎役者が、贔屓（ひいき）の客などに配るため特別に

作る「摺物（すりもの）」の存在が、役者と名倉家の近い関係

を物語ります。 

 

 

その他にも、役者が亡くなった時に、その死を知らせるた

めに作られる「死絵（しにえ）」など、バラエティ豊かな浮世

絵の数々が、展示室を彩ります！ 

 

九代目市川団十郎の 

武蔵坊弁慶を描いた浮世絵 

九代目市川団十郎自身が描いた特別な摺物 

購入して集めたものではなく、同時代に役者との交流のなかで

徐々に所蔵されていった浮世絵の作品群が発見されたのは、

これまで数例しかない非常に珍しいケースです 

これまでの当博物館による調査では作品の存在

が確認されていない、希少な浮世絵が初公開さ

れます  

幕末明治の浮世絵として最高レベルの保存状

態で、退色がない鮮やかな色彩です 

初代坂東しうかの死絵 

※摺物･･･特注で作られた浮世絵の一種。限定制作として、高価 

な材料や高度な技術が用いられている。 

イチオシ作品 
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３ 「初顔見世の役者絵」開催について 
 

■開催期間：令和元年 10 月 29 日（火）～12 月 8 日（日） 

      （月曜休館、祝日の場合はその翌平日） 

■会   場：足立区立郷土博物館（足立区大谷田 5-20-1） 

 

■開館時間：午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30 分まで） 

 

■入 館 料：一般（高校生以上）200 円 ／ 団体（20 名以上）100 円 

      中学生以下の方、70 歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方および 

その介護者 1名は無料。※毎月第 2・3土曜日は無料 

 

 

【問合せ先】 

 地域のちから推進部 地域文化課長 濱田 良光  電話（３８８０）５９８５ 

 

足立区立郷土博物館 館長 網野 孔介  電話（３６２０）９３９３ 
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